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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 1月 23日 (2006.1.23)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 半 導 体 基 板 上 に 複 数 の 配 線 層 が 積 層 さ れ た 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 下 層 の 配 線 層 は 、
　 第 １ 、 第 ２ 及 び 第 ３ の 絶 縁 層 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 、 第 ２ 及 び 第 ３ の 絶 縁 層 を 貫 く 開 口 の 内 壁 を 覆 う よ う に 第 １ の 導 電 膜 が 形 成 さ
れ 、
　 前 記 開 口 の 内 部 に 銅 か ら な る 第 ２ の 導 電 膜 が 埋 め 込 ま れ て 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 下 層 配 線 層 の 前 記 第 ２ の 絶 縁 層 の 比 誘 電 率 が 、 上 層 に 位 置 す る 配 線 層 の 第 ２ の 絶 縁
層 に 比 較 し て 小 さ く な る よ う に 形 成 さ れ て な る
こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 半 導 体 基 板 上 に 複 数 の 配 線 層 が 積 層 さ れ た 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 配 線 層 は 、
　 第 １ の 絶 縁 層 、 第 ２ の 絶 縁 層 及 び 第 ３ の 絶 縁 層 と 、 前 記 第 １ の 絶 縁 層 乃 至 第 ３ の 絶 縁 層
を 貫 通 し て 形 成 さ れ た 導 体 配 線 と を 備 え 、
　 隣 接 す る 前 記 配 線 層 の う ち 、 上 層 に 位 置 す る 配 線 層 の 第 １ の 絶 縁 層 が 下 層 に 位 置 す る 配
線 層 の 第 ３ の 絶 縁 層 を 兼 ね る よ う に 配 置 さ れ 、
　 上 層 に 位 置 す る 配 線 層 の 第 ２ の 絶 縁 層 に 比 較 し て 下 層 に 位 置 す る 配 線 層 の 第 ２ の 絶 縁 層
の 比 誘 電 率 が 小 さ い
こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 絶 縁 層 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 層 は 、 シ リ コ ン 炭 化 窒 化 膜 、 シ リ コ ン 炭 化 物 及 び
シ リ コ ン 酸 化 物 の 少 な く と も い ず れ か を 含 ん で な る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】



　 前 記 配 線 層 の う ち 、 下 層 に 位 置 す る 配 線 層 の 第 ２ の 絶 縁 層 が Ｓ ｉ Ｏ を 含 有 し 、 そ の 比 誘
電 率 が ３ ． ０ 未 満 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 配 線 層 の う ち 、 下 層 に 位 置 す る 配 線 層 の 第 ２ の 絶 縁 層 が 微 小 空 孔 を 含 有 し て な る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 微 小 空 孔 の 直 径 が ０ ． ０ ５ ｎ ｍ 以 上 ４ ｎ ｍ 以 下 の 範 囲 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 導 体 配 線 が 、 前 記 第 １ の 絶 縁 層 乃 至 第 ３ の 絶 縁 層 を 貫 通 す る 開 口 の 内 壁 を 覆 う よ う
に 形 成 さ れ た 第 １ の 導 電 膜 と 、 前 記 開 口 の 内 部 を 埋 め る よ う に 形 成 さ れ た 銅 か ら な る 第 ２
の 導 電 膜 を 備 え て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 半 導 体 基 板 上 に 複 数 の 配 線 層 が 積 層 さ れ た 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 配 線 層 は 、 第 １ の 絶 縁 層 、 第 ２ の 絶 縁 層 及 び 第 ３ の 絶 縁 層 と 、 前 記 第 １ の 絶 縁 層 乃
至 第 ３ の 絶 縁 層 を 貫 通 し て 形 成 さ れ た 導 体 配 線 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 層 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 層 は シ リ コ ン 炭 化 窒 化 膜 、 シ リ コ ン 炭 化 膜 及 び シ
リ コ ン 酸 化 膜 の う ち 少 な く と も 何 れ か を 含 み 、
　 前 記 配 線 層 の う ち 、 下 層 に 位 置 す る 配 線 層 の 第 ２ の 絶 縁 層 が 微 小 空 孔 を 含 有 し た シ リ コ
ン 酸 化 膜 を 含 み 、
　 前 記 配 線 層 の う ち 、 上 層 に 位 置 す る 配 線 層 の 第 ２ の 絶 縁 層 が フ ッ 素 添 加 シ リ コ ン 酸 化 膜
及 び 炭 素 添 加 シ リ コ ン 酸 化 膜 の 少 な く と も 何 れ か を 含 ん で な る
こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
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